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ま　え　が　き

　本研究は「統計的逐次推定方式の有効性に関する研究」と題して、平成16年度および

平成17年度の科学研究費補助金（基盤研究（C）　）　の交付を受け、新潟大学自然科

学系（理挙部数学科）の教員を中心として関連分野の研究者の協力を得て組織的に行われ

た。

　近年、逐次解析の理論的発展に伴い統計的推測における逐次推定問題が盛んに研究され

るようになった。本研究では理論的側面を重要視し、数学的モデルを用いた逐次推定方式

の有効性に関する研究成果を得ることを目的にした。この目的を達成するために国内外の

会議や研究集会等に参加し、研究発表および活発な討論を行うことにした。この活動の結

果、本研究の課題に直接的または間接的に関係する研究成果が得られた。本報告書はこの

研究課題で得られた研究成果をまとめたものである。

　本研究の研究報告をまとめるにあたり、この二年間多くのご協力を頂いた研究分担者お

よび活発な討論に参加して頂いた先生方に心からお礼を申し上げる。

平成18年4月

研究代表者　　磯　貝　英 （新潟大学自然科学系教授）
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発　表　論　文　の　要　旨
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2乗誤差に標本抽出の和を損失関数としたとき、指数分布の尺度母数の関数の逐次

点推定を考えた・純逐次手法を提案し、1標本当りの費用が十分小さいときリスク

の2次の近似を得るための十分条件を与えた。

集合値写像の凸性と半連続性の性質が、ある種の非線形スカラー化関数へ遺伝する

いくっかの結果を示し、それらを利用して一般化ベクトル均衡問題の解の存在定理

を証明した。

区間幅と信頼係数が与えられたとき、2っの指数分布の尺度母数の関数に対する信

頼区間を考えた。純逐次手法を提案して逐次信頼区間の漸近一致性を示し、平均標

本数の2次の近似を与えた。

統計的決定論の観点から、荷重損失を用いて位置母数および尺度母数の場合に検定

方式のリスクを比較した。そして、事前分布の母数に関するベイズ検定方式のミニ

マックス解を数値的に求めた。

2っの指数分布の尺度母数の比に関する逐次有界危険点推定を考えた。純逐次手法

を提案し平均標本数および逐次手法に関するリスクの2次の近似を与えた。さらに

偏り補正逐次手法を提案し、リスクの2次の近似を与えてリスクが減少することを

示した。

非線形スカラー化手法に基づいて、凸値性条件をはずした、集合値写像に対する二

者択一の定理を証明し、その応用として集合値最適化問題の最適性条件に関する結

果を示した。

未知の位置尺度母数をもっ一様分布族において、位置母数の信頼区聞を逐次的に構

成した。実際、ある停止則を提案し、その漸近的性質を調べ、数値的評価を行った。

また、標本の大きさの正確な分布も求めた。

大偏差型の有効性にっいては、推定量の真の母数の周りでの裾確率の下界を

Kullback－－Leibler（K－L）情報量で与え、それを達成する推定量がBahadur有効性をも

っという定義がよく知られている。本論文では大偏差有効性の概念を上記のように

間接的に捉えるのではなく、推定量の裾確率そのものの下界を2次のオーダーまで

直接求め、それらの達成について論じた。　’

複数のモ・一一ドをもち、必ずしも滑らかでないノンパラメトリック確率密度関数の推

定を考えた。帯域幅の取り得る集合を定義し、確率密度関数の連続点においてガウ

ス核関数による核型推定量がその集合内で一様に一致性をもつことを示した。

10．統計的推定の高次の漸近的性質として、たとえば、高次漸近有効性について従来の

　　情報量損失の意味のみならず、推定量の真の母数の周りでの漸近的集中確率の意味

　　　で論じ、その関係についても述べ、漸近欠損性の概念を通して漸近有効推定量の良

　　　さの差異を測ることができることなどを示した。高次漸近理論に関する著者の一連

一　1　一



　　の研究成果を含むその理論の発展の解説論文である。

ユ1．ある種の非線形スカラー化手法を二変数ベクトル値関数へ適用し、その関数がベク

　　　トル値鞍点を持っための条件を導出した。

＝2　嚥


